な。』 などと 唸って ると ころへ、 腐れた 汁が ポ タリ/^ 

と、 襟首に 落ち やうと 云 ふもん だ。 願く は、 今 自分の 

うち おかみ みんな 

見て 居る 間に、 早く 何処かの 内儀さん が 来て、 全体で 

は 余計 だら うが、 ァノ 一 番長い 足 一 本 だけで も 買って 

行って 呉れれば 冗に、 と 思った。 此 家の 隣 屋敷の、 時 

は 五月の 初め、 朝な/ \ 学 堂へ 通 ふ 自分に、 目 も覚む 

こ よ からた ちがき あるじ 

る 浅緑の 此上 なく 嬉しかった 枳殻垣 も、 いづれ 主人 は 

げ ぶ をと こ 

風流 を 解せ ぬ 醜男 か、 さらず ば 道行く 人に 見せられぬ 

何等かの 秘密 を此 屋敷に 蔵して 置く 底の 男で あらう、 

今 は 見上げる 許り 高い 黒 塗の 板塀に なって 居る。 それ 

から 少許 行く と、 大沢 河原から 稲田 を 横ぎ つて 一 文字 



具 店 も 出来た。 就中 破天荒な 変化と 云 ふべき は、 電 

燈 会社の 建った 事、 女学生の 靴 を 穿く 様になった 事、 

レス 卜 ウラン 卜 

中津 川に 臨んで 洋食 店 の 出来た 事、 荒れ果てた 

こずかた じ やう つた ごろ も 

不 来方 城が、 幾 百年 来の 蔦 衣 を 脱ぎ捨てて、 岩 手 公園 

はげあたま 

と ハイカラ 化した 事で ある。 禿 頭に 産毛が 生えた 様 

か は リカた 

な此旧 城の 変 方な ど は、 自分が モ 少し 文学的な 男で 

あると、 『噫、 汝不 来方の 城よ※ 〔# 感嘆符 三つ、 1 上 

汝は今 これ、 漸くに 覚醒し 来れる 盛 岡 三 万の 巿民を 下 

さく 

瞰 しつつ、 …… 文明の 儀表な リ。 昨の 汝が 松風 明月の 

うらみと こし 

怨 長な へに 尽きず …… なりし を 知る ものにして、 今 

来って 此 盛装せ る汝 に対する あらば、 誰か また 我と 共 



に跪づ いて、 汝を 讚す るの 辞な きに 苦しまざる もの あ 

らむ。 疑 ひもな く汝 はこれ 文明の 仙境な り、 新時代の 

楽園な り。 …… 然れ ども 思へ、 —— 我と 共に 此 一片の 

きの ふ 

石に 踞 して 深く/ \ 思へ、 昨日 杖 を此城 頭に 曳 いて、 

鐘声 を截せ 来る 千古 一色の 暮 風に 立ち、 涙 を萋々 たる 

草裡に 落したり し 者、 よくこの 今日 ある を 予知せ りし 

や 否や。 …… 然 らば 乃ち、 春秋い く 度 か 去来して 世紀 

また 新たなる の 日、 汝が 再び 昨の 運命 を 繰返して、 

てうら ざ つ さう 

蔦蘿 雑草の 底に 埋も るるな きを 誰か 今にして 保し 得ん 

や。 …… 噫 己ん ぬる 哉。』 などと やっての ける 種に な 

るの だが、 自分 は 毛頭 恁な 感じ は 起さなん だ。 何故と 



あけ ぼ のい ろ 

構 はぬ が、 十八 歳で 姿の 好い 女、 曙 色 か 浅緑の 簡単 

な 洋服 を 着て、 面 ま を かけて、 音の しない 様に 綿 を 厚 

く 入れた 足袋 を 穿いて、 始終 無言で なければ ならぬ。 

なるべく 

掃除 をす るの は 面倒 だから、 可成 散らかさない 様に 気 

ロウ マ 

を 付ける。 そして、 一年に 一度、 昔羅馬 皇帝が 凱旋 式 

くるま ま 

に 用 ゐた輦 —— それに 擬 ねて 『即興詩人』 のァ ヌンチ 

ャタが 乗 廻した 輦、 に擬 ねた 輦に 乗って、 巿中 を隈な 

あしなへ めくら 

く 廻る。 若し 途中で、 或は 蹇 、 或は 盲目、 或は 癩を 

病む 者、 などに 逢ったら、 (その 前に 能く 催眠術の 奥義 

を 究めて 置いて、) 其，， 奴の 頭に 手が 触った 丈で 癒して 

やる。 …… 考 へた 時 は 大変 面白かった が、 恁 書いて 見 



分 は 思 ふ。 自分 一個の 私見で は、 六 千載の 世界史の 中、 

ァテ— ネ 

ペリ クリ— ス 時代の 雅典 以後、 今日に 到る 部分 は、 間 

違った 希望に 依る 進化、 換言すれば、 堕落せ る 希望に 

依る 堕落、 の 最も 大 なる 例で ある。 斯う 考へ ると、 誠 

に此 世が 情なく 心細くな るが、 然し 此 点が 却って 面白 

い、 頗る 面白い。 自分 は 『完全』 とい ふ もの は、 人間 

の 数へ 得る 年限 内に は 決して 此 世界に 来らぬ ものと 仮 

定 して 居る。 (何故 なれば、 自分 は 『完全になる』 と は、 

水が 氷になる 如く、 希望と 活動との 死滅す る 事で ある 

と 解釈して 居る からだ。) だから、 我等の 過去 は 僅々 六 

千載に 過ぎぬ が、 未来に は 幾 百 千億 万年 あるか 知れな 



きい 鍋 を 頭から 被る 辛 さ 切な さ を 忍ぶ ことが 出来 やう _ 

雨と 夜と 秋との 盛 岡が、 何故 殊更に 自分の 気に入る か 

は、 自分の 知った 限りで ない。 多分、 最近 三十 幾年 間 

の 此巿の 運命が、 乃ち 雨と 夜と 秋との 運命であった 為 

めでが な あらう。 

昨日 は、 朝 まだき から 降り 初めた 秋雨が、 午後の 三 

時 頃まで 降り続いた。 長火鉢 を 中に 相対して、 『新 山 

堂の 伯母さん』 と 前夜の 続きの 長物 語 —— 雨の 糸の 如 

く はてしない 物語 をした。 自分の 父 や 母 や 光ち やん 

(妹) の 事、 伯母さんの 四 人の 娘の 事、 八 歳で 死んだ 源 

坊の 事、 それから 自分の 少年 時代の 事、 と、 これら 



くで 聞く も 近くで 聞く も 同じ やうな 一 種の 銷 声で、 矢 

張 低く 呑気に 『豆腐 ァ』 と、 眩 やく 如く 叫んで 過ぎた。 

伯母さん は敢て 気が付かなかった らしい。 鱸て、 十二 

時 を 報ずる ステ ー シ ヨンの 工場の 汽笛が、 シッ ポリ 濡 

れた 様な 唸り を あげる。 と、 此巿に 天主教 を 少し 許り 

よつ やち や. つ 

響かせて ゐる四 家 町の 教会の 鐘が ガランく 鳴り 出し 

た。 直ぐに 其の 音 を 打消す 他の 響が 伝 はる。 これ は不 

はん お と みちの く そら 

来方 城畔の 鐘楼から、 幾 百年 来 同じ 鯨 音 を 陸 奥の 天に 

響かせて 居る 巨鐘の 声で ある。 それが 精確に 十二の 数 

を撞き 終る と、 今迄 あるかな きかに 聞え て 居た 巿民三 

はた いま 

万の 活動の 響が、 磘と 許り 止んだ。 『盛 岡』 が 今今 日の 



盛 岡 は、 其 人間、 其 言語、 一 切 皆克く 雨に 適して 居る。 

さまよ 

人 あり、 来って 盛 岡の 街々 を 彷徨 ふこと 半日なら ば、 

ど こ リ はつ どこ いちやう まげ 

必ず 何 街 かの 理髪 床の 前に、 銀杏 鬍に 結った 丸顔の 十 

七 八が 立って 居て、 そして、 中なる 剃 手と 次の 如き 会 

話 を 交 ふる を 聞く であらう。 

キノ ナ 

女 『ァノ ナハ— ン、 ァ ェヅダ ケア ガナハ ー ン、 昨日 

ァ シタ 

スァ レ—、 彼ノ人 アナ— ハン。』 

おめ あ エツ ホン 

男 『フン フン、 御前 ハン モ行 タケ スカ。 フン、 真 二 

ソ ダチナ ハン。 ァレガ ラナ ハン、 家 サ来ル ヅギモ 面白 

テェ ヘン 

ガ タン チェ。 ホリャ /\、 大変 ダタ アンス テア。』 

此 奇怪なる 二人の 問答に は、 少く とも 三幕物に 書き 



業の 知れ 難い 家で ある。 それ も 其 害、 主人 は 或る 田舎 

の 村長で、 此 本宅に は 留守居の 祖母が 唯 一 人、 相応に 

暮 して 居る。 此 祖母なる 人の 弟の 子なる 花郷 は、 此家 

の 二階に 本 城 を 構へ て 居る の だ。 二階 を 見上げる と、 

障子に 燈 火が 射して 居る。 ヒ ヨウと 口笛 を 吹く と、 矢 

張ヒ ヨウと 答へ た。 今度 はホ— ホケ キヨと やる、 (こ 

れは 自分の 名の 暗号であった。) 復ヒ ヨウと 答へ た。 

これ だけで 訪問の 礼 は 既に 終った から、 平生の 如く 入 

あがりが まち 

つて 行かう と 思って、 上框の 戸に 手 を かけやう とす 

ると、 不意、 不意、 暗中に 鉄の 如き 手あって 自分の 手 

びっくり ほしあかり すか 

首をシ タタ 力 握った。 愕然し 乍ら 星 明で 透して 見た 



先が どうも 解らん。 犬に 怪しい ち ふ 話が 出た。 貴様の 

居る 仁王 小路が 俺の 監督 範囲 ぢ やから、 俺 は赤髯 (校 

ふらち 

長) のお 目玉 を 喰った のぢ や、 けしからん、 不垮ぢ や。 

をと とひ 

其処で 俺 は三晚 つづけて 貴様に 尾行した。 一 昨夜 は 呉 

かん ざし 

服 町で 綺麗な 簪 を 買った の を 見た から、 何気なく 聞 

いて 見る と、 妹へ 遣る の だと 噓吐 いたな。 昨晚は 古河 

端の さいかち の樹の 下で 見 はぐった。 今夜と いふ 今夜 

げん ぢ やう ぢ やう 

こそ 現場 を 見届けた ぞ。 案の 靛 大工 町ぢ やった。 貴 

様 は 本 町へ 行く 位の 金銭 は 持つまい もん ナ。 …… ハハ 

ァ、 軍隊なら 営倉 ぢ や。』 

こんぱい あたか ランプ 

自分の 困憊の 状 察すべし である。 恰も 此時、 洋燈 



辺 際に 澄み切って、 空中に は 一 微塵の 影 もな く、 田舎 

ま. *.J ラり 

口から 入って 来る 炭 売 薪 売の 馬の、 冴えた く 鈴の 音 

まち まんなか はっきり あまだれ 

が、 巿の 中央まで 明瞭 響く 程 透徹で ある こと や、 雨滴 

式の 此巿の 女性が、 厳粛な、 赤裸々 な、 明哲の 心の 様 

な 秋の 気に 打 たれて、 『ああ、 ああ、 今年 もハァ 秋で ご 

あんすな ッす —— 。』 と 口々 に 言 ふ 其 微妙な 心理の は 

たらき や、 其処 此処の 井戸端に 起る 趣味 ある 会話 や、 

乃至 此 女性的なる 都会に 起る 一 切の 秋の 表現、 II に 

就いて、 出来うる 限り 精細な 記述 をな すべき 機会に 逢 

着した。 

が、 自分 は、 其 秋の 盛 岡に 関する 精細な 記述に 代 ふ 



此十 畳の 奥座敷に 立籠って、 余り 明からぬ 五分 心の 洋 

燈の 前に 此筆を 取上げた の は、 実は、 今日 自分が 偶然 

に 路上で 出会した 一 事件 —— 自分と 何等の 関係 もない 

かか はらず ゆりく づ 

に 不拘、 自分の 全 思想 を 根底から 揺 崩した 一 事件 I 

I 乃ち 以下に 書き記す 一 記事 を、 永く/ \ 忘れ ざら む 

ためで あつたの だ。 然も 自分が 此稀 有なる 出来事に 対 

する 極度の 熱心 は、 如何にして、 何処で、 此 出来事に 

によ じ やう 

逢った かとい ふ 事 を 説明す るた めに、 実に 如上 数千 

言の 不要なる 記述 を 試む る を さへ、 敢て 労と しな かつ 

たので ある。 

断って 置く、 以下に 書き記す 処は、 或は 此 無限の 生 



命 ある 世界に 於て、 殆んど 一顧の 値 だに 無き 極々 些末 

の 一 事件で あるの かも 知れない。 されば 若し 此 一 文 を 

読む 人が あったなら、 その 人 は、 『何 だ 立 花、 君 は這麼 

あざ -っ ら 

事 を 真面目腐って 書いた のか。』 と 頭から 自分 を 嘲笑 

ふか も 知れない。 が 然し、 此ー 事件 は、 自分と いふ 小 

なる 一人物の、 小なる 二十 幾年の 生涯に 於て、 親しく 

出会した 事件の 中で は、 最も 犬なる、 最も 深い 意味の 

事件で あると 信ずる。 自分 は恁 信じた からこ そ、 此巿 

の 名物の 長 沢 屋の豆 銀 糖で お茶 を 飲み 乍ら、 稚 ない 時 

から 好きであった 伯母さんと 昔談 をす る 楽み を さ へ 

擲ち 去って、 明からぬ 五分 心の 洋燈の 前に、 筆の 渋リ 



に 汗ばみ 乍ら 此苦業 を 続ける の だ。 

みづか 

又 断って 置く、 自分 は 既に 此 事件 を 以て 親ら 出会 

した 事件 中の 最大 事件と 信じ、 其 為に 二十 幾年 来 養 ひ 

来った 全 思想 を 根底から 揺 崩された。 そして、 今 新ら 

げんとう さ う 

しい 心的 生涯の 原頭に 立った。 —— 然だ、 今 自分の 立 

つて 居る 処は、 糙 かに 『原頭』 である。 自分 はま だ、 

一 分 も、 一 厘 も、 此大 問題の 解決に 歩 を 進めて 居らぬ 

さしお はし 

の だ。 或は 今夜 此筆 を擱く 迄に は、 何等か 解決の 端 

、- や い -P 

を 発見す るに 到る かも 知れぬ が、 …… 否々、 それ は 望 

むべ からざる 事 だ。 此 新たに 掘り出された 『口 ー ゼッ 

ハ イエ 口 グリフ 

タ石』 の、 表に 刻まれた 神聖 文字 は、 如何に トマス . 



ず 湿々 して 居た。 此 家から 程近い 住吉 神社へ 行って は、 

お ほいて ふ ひとひら 

昔 を 語る 事 多き 大公 孫樹 の、 まだ 一 片も 落葉せ ぬ 枝々 

を、 幾度と なく 仰ぎ見た。 此樹の 下から 左に折れ ると 

でこぼこ ばか リ 

凹凸の 劇しい 藪路、 それ を 東に 一町 許で、 天神 山に 達 

する。 しんくと 生 ひ 茂った 杉 木立に 囲まれて、 苔 蒸 

せる 石蹵 の 両側 秋草の 生 ひ 乱れた 社 前 数十 歩の 庭に 

は、 ホ 力/ \ と 心地よ い 秋の 日影が 落ちて 居た。 遠く 

で 鶏の 声の 聞え た 許り、 神 寂び た 宮居 は 寂然と して 居 

あ. ヒリ 

る。 周 匝に ひびく 駒下駄の 音 を 石蹵に 刻み 乍ら、 拝殿 

の 前 近く 進んで、 自分 は 図らずも 懐かしい 旧知 己の 立 

つて 居る のに 気付いた。 旧知 己と は、 社 前に 相対して 



か 云って、 幾度 も 幾度 も 杖で 此 不格好な 頭を擲 つた も 

の だ。 然し 今日は、 幸 ひ 杖を携 へて 居なかった ので、 

丁寧に 手で 撫でて やった。 目 を 転ずる と、 杉の 木立の 

ひま 

隙から 見える 限り、 野 も 山 も 美しく 薄紅 葉して 居る。 

宛然 一幅の 風景画の 傑作 だ。 周 匝に は 心地よ い 秋草の 

香が 流れて 居る。 此香は 又、 自分 を 十 幾年の 昔に 返し 

た。 郷 校から 程近い 平 田野と いふ 松原、 晴れた 日曜の 

茸 狩に、 この 秋草の 香と 初 茸の 香と を 嗅ぎ分けつ つ、 

いとけ なき 自分 は、 其処の 松 蔭、 此処の 松 蔭と 探し 歩 

いた ものであった。 —— 

ひるげ みこ だ その 

昼餐 をば 神 子 田のお 苑 さんと いふ 従姉 (新 山 堂の 伯 



母さんの 二番目 娘で、 自分より 三 歳の 姉で ある。) の 家 

で 済ました。 食後、 ぉ苑 さん は、 去年 生れた 可愛い 赤 

坊の 小さい 頭 を 撫で 乍ら、 『ひとつお 世話いた しませ 

うか、 浩 さん。』 と 云った。 『何 をです か。』 『ァラ 云 は 

なくっても 解って ますよ。 奇麗な 奥様 を サ。』 と 楽し 

げに笑 ふので あった。 

か ヘリ くりやが はの さく 

帰路に は、 馬 町の 先生 を 訪ねて、 近日 中に 厨 川 柵 

へ 一緒に 行って 貰 ふ 約束 をした。 馬 町の 先生と いへば、 

説明す るまで もない。 此 地方で 一番 有名な 学者で、 俳 

人で、 能書 家で、 特に 地方の 史料に 就いては、 極めて 

該博 精確な 研究 を 積んで 居る、 自分の 旧師で ある。 



決して 無い 事、 否、 有るべからざる 事で あるが、 然し 

此盛 岡に は 常に 有る 事、 否、 之 あるが ために 却って 盛 

岡の 盛 岡た る 所以 を 発揮して 見せる 必要な 条件で ある 

の だ。 されば 自分 は、 之 を 見て 敢て 醜悪 を 感ぜなん だ 

のみならず、 却って 或る 一種の 興味 を 覚えた。 そして 

静かに 門 内に 足 を 入れた。 

校内の 案内 は 能く 知って 居る。 門から 直ぐ 左に折れ 

て、 ヅ 力/ \ と 小 使 室の 入口に 進んだ。 

『鹿 川 先生 は、 モウお 退出に なりました か？』 

そもそも はじめ 

鹿 川 先生と いふ は、 抑々 の 創始から 此 学校と 運命 を 

と ち 

偕に した、 既に 七十 近い、 徳望 県下に 鳴る 老儒 者で あ 



る。 されば、 今迄 此処の 講堂に 出入した 幾千と 数の 知 

れぬ うら 若い 求 学者 の 心より する 畏敬 の 情が 、 自ら 此 

老 先生の 一身に 聚 つて、 其 痩せて 千年の 鶴の 如き 老軀 

は、 宛然 これ 生きた 教育の 儀表と なって 居る。 自白す 

ると 自分の 如き も 昔 一 一十 幾人の 教師に 教を享 けたる に 

不拘、 今猶 しみぐ と 思 出して 有難 さに 涙 を こぼす の 

は、 唯 此鹿川 先生 一人で あるの だ。 今日の 訪問の 意味 

は、 云 はずと 解って 居る。 

自分の 問に 対して、 三 秒 か 五 秒の 間 答がなかった が、 

しばらく 

霎 時して、 

『ィ^ -— 立 花さん でァご あせん か？ これ ゃ怎ぅ もお 



妻子に 死別れ て 独身生活 をして 居た 自分の 伯父の 一 人 

が、 窮迫の 余リ 人と 共に 何 か 法網に 触る る 事 を 仕出来 

したと かで、 狐森 一 番 戸に 転宅した。 (註、 狐森 一 番戸 

は 乃ち 盛 岡 監獄 署 なり。) 此時 年齢が 既に 六十 余の 老 

体であった ので、 半年 許り 経って 遂々 獄裡で 病死した _ 

此 『悲惨』 の 結晶した 遺骸 を 引取った の は、 今 加賀野 

新 小路に 居る 伯父で ある。 葬式の 日、 矢 張 今日の それ 

と 同じく 唯 六 人であった 会葬者の、 三人 は 乃ち 新 山 

堂の 伯母さん とお 苑 さんと 自分と であった。 自分 は 其 

を さな ご ころ 

時稚 心に も猶 この 葬式が 普通でない 事、 見すぼらし 

い 事 を 知って、 行く 路々 ひそかに 肩身の 狭くなる を感 



したって。』 『ホ —。』 

高 沼繁！ 狂人 繁！ 自分 は 直ぐ 此 名が 決して 初 対 

面の 名で ない と覚 つた。 何でも、 自分の 記憶の 底に 沈 

いしころ 

んで 居る 石塊の 一 つの 名 も、 たしか 『高 沼繁』 で、 そ 

き やう じん 

して 此 名が、 たしか 或る 狂人の 名であった 様 だ。 I 

I 自分が 恁ぅ 感じた 百 分の 一 秒 時、 忽ち 又 一 事件の 起 

るあって、 少 からず 自分 を 驚かせた。 

今迄 自分の 立って 居る 石橋に 土下座して、 懐中の 

赤 児に 乳 を 飲ませて 居た 害の 女 乞食が、 此時卒 かに 立 

おどろ 

ち 上った。 立ち上る や 否や、 茨の 髪 を ふり 乱して、 帯 

ふところ 

もし どけな く、 片手に 瞜 中の 児 を 抱き、 片手 を 高く さ 



し 上げ、 裸足に なって 駆け出した、 駆け出し たと 見る 

や 否や、 疾風の 勢 を 以て、 かの 声 無く 静かに 練って 来 

る 葬列に 近づいた。 近づいた ナと思 ふと、 骨の 髄 まで 

キリく と沁む 様な、 或る 聴取り 難き 言葉、 否、 叫 声 

が、 嚇と 許り 自分の 鼓膜 を 突いた。 呀ッと 思 はず 声 を 

出した 時、 かの 声 無き 葬列 は磘と 進行 を 止めて 居た、 

そして、 棺を 担いだ 二人の 前の 方の 男 は 左の 足 を 中 有 

うか づま さき か きた だう 

に 浮して 居た。 其 爪 端の 処に、 彼の 穢 ない 女 乞食が 樘 

と 許り 倒れて 居た。 自分と 並んで 居る 一 団の 少年 は、 

口々 に、 声 を 限りに、 『ぁれ，^ -— 、 お 夏 だ、 お 夏 だッ、 

ばか をな ご 

狂女 だ ッ。』 と 叫んだ。 



心 も 水の 如く 透き 徹る 様な 心地 だ。 

や や しばし おもむ ひとひら 

較々 霎 時して、 自分 は 徐 ろに 其 一 片の 公孫 樹の葉 を、 

ひと つ ふたつ しろがね 

水の 上から 摘み 上げた。 そして、 一滴 二 滴の 銀 の I 卞 

を 口の 中に 滴らした。 そして、 いと 丁寧に 塵な き 井桁 

の 端に 載せた。 

顔 を 洗って から、 可成 音の せぬ 様に 水 を 汲み上げて、 

盥の水 を 以前の 如く 清く 盈々 として 置いて、 さて 彼の 

一 片の小 扇 をと つて 以前の 如く それに 浮べた。 

かく 

恁 して 自分 は、 云 ふに 云 はれぬ 或る 清浄な 満足 を、 

心 一 杯に 感じた のであった。 

起き 出で た 時より は 余程 明るくな つたが、 まだく 



い。 と 思って 眼 を 転じた 時、 自分 は ひやり と 許り 心 を 

おどろ いき 

愕 かした。 そして、 呼吸 を ひそめた。 

前に も 云った 如く、 今 自分の 前なる 古い 木槿 垣 は、 

稲荷 社の 境内と 此 野菜畑との 境で ある。 そして 此 垣の 

外 僅か 数 尺に して、 朽ちて 見える 社殿の 最後の 柱が 立 

つて 居る。 人 も 知る 如く、 稲荷 社の 背面に は、 高い 床 

下に 特別な 小 龕が 造られて ある。 これ は、 夜な/ \ 正 

一位 様の 御 使なる 白狐が 来て 寝る 処 とかい ふ 事で、 か 

の 鰯の 頭 も 信心 柄の 殊勝な 連中が、 時に 豆腐の 油揚ゃ 

ほしに しん ないし こ はい ひ くぶつ 

干鯡、 乃至 は 強飯の 類の 心 籠め た 供物 を 入れ 置く と 

ころで ある。 今 自分 は、 落葉した 木槿 垣 を 透して、 此 



白狐の 寝殿 を 内部まで 視ひ 見るべき 地位に 立って 居た 

の だ。 

然し、 自分の ひやり と 許り 愕 いたの は、 敢て 此処 か 

ら 牛の 様な 白狐が 飛び出し たとい ふ 訳ではなかった。 

そく- k! ん 

此 古い 社殿の 側 縁の下 を、 一 人の 異 装した 男が、 

やれ ざう り こなた 

破 草履の 音 も 立てずに、 此方へ 近づいて 来る。 脊のヒ 

ヨロ 高い、 三十 前後の、 薄髯の 生えた、 痩せこけた 頰 

に些の 血色 もない、 塵埃 だらけの 短 かい 袷 を 着て、 穢 

れた白 足袋 を 穿いて、 色褪せた 花染 メリンスの 女 帯 を 

き れ 

締めて、 赤い 木綿の 截片を 頸に 捲いて、 …… 俯向いて 

みつ うすら わら ひ 

足の 爪 尖 を瞠め 乍ら、 薄 笑 をして 近づいて 来る。 



ざら む 様に 息を殺して、 好奇心 を 以て 仔細に 彼の 挙動 

に 注目した。 

薄 笑 をして 俯向き 乍ら 歩いて くる 彼 は、 驢て 覚束な 

き 歩調 を 進めて、 白狐 龕の 前まで 来た。 そして、 磘と 

足 を 止めた。 同時に 『ゥ ッ』 と 声を洩 して、 ヒ ヨロ 高 

い 身体 を 中腰に した。 ヂリ くと 少許づ つ 少許づ つ 

退歩 をす る。 II 此 名状し 難き 道化た 挙動 は、 自分 

の危く 失笑せ むと すると ころであった。 

殆んど 高潮に 達した 好奇心 を 以て、 自分 は 彼の 睨ん 

で 居る 龕の 内部 を靦 いた。 

今迄 毫も 気が付か なんだ、 此処に も 亦 一 個の 人間が 



が 出て 来て、 幾片 かの 鳥目 を 恵んで やった が、 後で 自 

分に 恁 話した。 —— ァレ はお 夏と いふ 女で ある。 

しづくい し かね ひらや 

I 卞石 の 旅 宿なる 兼 平屋 (伯母の 家の 親類) で、 十一 二 

の 時から 下婢 をして 居た もの。 此頃其 旅 宿の 主人が 来 

ての 話に よれば、 稚ぃ時 は 左程で もなかつ たが、 年 を 

重ぬ るに 従って 段々 愚か さが 増して 来た。 此 年の 春 早 

つれ あ ひ ひとりもの 

く、 連合に 死別れ たと かで 独身者の 法界 屋が、 其 旅 宿 

に 泊った 事が ある。 お 夏の 挙動 は 其 夜 甚だ 怪しかった。 

翌朝 法界 屋が 立って 行った 後、 お 夏 は 門口に 出て、 其 

いくら おど 

男の 行った 秋 田の 方 を 眺めく、 幾等牝 つても 嚇 して 

も 二 時間 許リ 家に 入らなかった。 翌朝 主人の 起きた 時、 



して、 そして、 繁を 仰ぎ 乍ら ニタ くと 笑った。 紅 を 

つけ 過した 為に、 日に 燃 ゆる 牡丹の 様な 口が、 顔 一杯 

に 拡がる かと 許り 大きく 見える。 

自分 は此 時、 全く 現実と いふ 観念 を 忘れて 了って 居 

さながら さん 

た。 宛然、 ヒマラヤ 山 あたりの 深い 深い 万 扨の 谷の 底 

いはほ と や 

で、 巌 と共に 年を老 つた 猿 共が、 千年に 一 度演る 芝居 

でも 行って 見て 居る 様な 心地。 

お 夏が 顔の 崩れる 許り ニタ /\ くと 笑った 時、 繁 

は 三度 声 を 出して 『ゥ ッ』 と 唸った。 と 見る や 否や、 

矢庭に 飛びつ いてお 夏の 手 を 握った。 引 張り出した。 

此 時の 繁の 顔！ 笑 ふ 様で もない、 泣く ので もない。 



ことば 

自分 は 辞 を 知らぬ。 

お 夏 は 猶ニタ くと 笑い 乍ら、 繁の 手を曳 くに 任せ 

そば- スん 

て 居る。 二人 は 側 縁の下まで 行って 見え なくなった。 

社 前の 広 庭へ 出た ので ある。 —— 自分 も 位置 を 変へ た。 

広 庭の 見渡される 場所へ。 

しの 

坦 たる 広 庭の 中央に は、 雲 を 凌いで 立つ 一 株の 大公 

孫樹 があって、 今、 一年中 唯一度の 盛装 を 凝して 居た。 

こ ゆるぎ 

葉と いふ 葉 は 皆 黄金の 色、 暁の 光の 中で 微動 もな く、 

うつす つや お ほぞら 

碧々 として 薄リ 光沢 を 流した 大 天蓋に 鮮 かな 輪廓 を 

さながら こんじき き 

とって 居て、 仰げば 宛然 金色の 雲 を 被て 立つ 巨人の 姿 

である。 



くちど 

二人が 此 大公 孫樹の 下まで 行った 時、 繁は何 かロ疾 

に 囁いた。 お 夏 は 頷いた 様で ある。 

忽ち 極めて 頓狂な 調子外れな 声が 繁の 口から 出た。 

『ヨシ キタ、 ホラ/ \。』 

『ソレ ヤマタ、 ドッコ イシ ョ。』 

とお 夏が 和した。 二人 は、 手に 手 を 放って 踊り 出した _ 

踊と いっても、 元より 狂人の 乱舞で ある。 足 を さら 

はれて お 夏の 倒れる こと も ある。 樘と衝 き 当って 二人 

共々 重なり合 ふ 事 も ある。 繁が 大公 孫樹の 幹に 打衝っ 

て 度 を 失 ふ 事 も ある。 そして、 恁 いふ 事の ある 毎に、 

二人 は 腹の 底から 出る 様な 声で 笑って/ \、 笑って 了 



へば、 『ヨシ キタ ホラ/ \』 とか、 『ソレ ヤマタ ドッコ 

イシ ョ』 とか、 『キ タコ ラサ ッサ』 とか 調子をとって、 

再び 真面目に 踊り 出す ので ある。 

さや さや ゑ ま 

※力 〔# 「王+ 倉」、 W 下 と 声あって、 神の 笑 ひの 

如く、 天上 を 流れた。 —— 朝風の 動き 初めた ので ある。 

き ちぎ 

と、 巨人 は 其 被て 居る 金色の 雲 を 断り 断って、 昔ッォ 

イスの 神が 身 を 化した 様な、 黄金の 雨 を 二人の 上に 降 

らせ 始めた。 嗚呼、 嗚呼、 幾千 万片と 数の 知れぬ 金 地 

の 舞の 小 扇が、 鏈 れつ 解けつ ヒラ くと、 二人の 身 を 

も埋 むる 許り。 或 もの は 又、 見えざる 糸に 吊らる る 如 

く、 K に 返らず 地に 落ちず、 光 ある 虱に 身 を 揉ませて 



た？ 頸筋 黒く ポ カンと したお 夏 は 何処へ 行った？ 

今 此処に 居る の はこれ、 天の 日の 如く かがやかな 顔 を 

した、 神の 御 庭の 朝の 舞に、 遙か 下界から 撰び 上げら 

れた 二人の 舞 人で ある。 金色の 葉が しきりな く 降って 

居る。 金色の 日光が 鮮 かに 照して 居る。 其 葉 其 日光の 

かがやきが 二人の 顔を恁 染めて 見せる のか？ 否、 然 

では あるまい。 恐らく は然 では あるまい。 

若し 然とす ると、 それ は 一 種の 虚偽で ある。 此 荘厳 

な、 金色 燦然た る 境地に、 何で 一 点たり とも 虚偽の 陰 

影の 潜む ことが 出来 やう。 自分 は、 然 でない と 信ずる。 

全く 心の 動きの 一 切 を 失って、 唯、 ^として、 茫と 



電光の 如く 湧いて 自分の 両眼に 立ち塞がった 光景 は、 

宛然 幾千 万片の 黄金の 葉が、 さとい ふ 音 もな く 一時に 

散り 果てた かの 様に、 一 瞬に して 消えた。 が此 一 瞬 は、 

自分に とって 極めて 大切なる 一瞬であった。 自分 は此 

すべて 

一瞬に、 目前に 起って 居る 出来事の 一切 を、 よ < く 

解釈す る ことが 出来た。 

疾風の 如く 棺に 取鎚 つたお 夏が、 蹴られて 樘と 倒れ 

た 時、 懐の 赤 児が 『ギヤ ッ』 と 許り 烈しい 悲鳴 を 上げ 

た。 そして 此 悲鳴が 唯一 声であった。 自分 は 飛び 上る 

きつき やう 

程 喫驚した。 ああ、 あの 赤 児 は、 つぶされて 死んだ の 

では あるまい か。 



(以下 続出) 
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